
「電気化学」誌に関する著作権の合意事項 

電気化学会編集委員会 

第 1 条（目的） 

本合意事項は『電気化学会（以下，本会）』の学会誌『電気化学（以下，本誌）に掲載された原稿・

記事等の著作物（以下，著作物）』に関する著作権の取り扱いについて，原稿が提出された後に本会と

『著者およびその共著者（以下，著者）』との間で合意すべき事項を定める． 

 

第 2 条（譲渡された著作権の行使） 

本誌に掲載された著作物の著作権は著者が著作権譲渡承諾書を提出することにより，本会に譲渡され

るものとする．本会は譲渡された著作権に基づき，以下の権利を行使することができる． 

(1) 組版後の本文ファイル（PDF・HTML・テキスト等，形式を問わない．Supporting Information が提

出された場合はそれを含む）および冊子体印刷物を本誌の正式な出版物として発行・配布すると

ともに、必要な利用許諾手続を行うことができる．ただし，著者による正当な二次利用を妨げな

い． 

(2) 本会は出版された著作物の使用許諾を現在の形式だけでなく，将来的に発生する形式を含むあら

ゆる形式，媒体，手段に適応し，複製，および公表することを著者等の委託により公式に保持す

る．本会は著者等に使用許諾料や使用料，およびこれらと同様と見なせる対価を支払うことなく，

使用許諾を得ることができる． 

(3) 本会は著作権使用許諾機関，著作権クリアランスセンター，および文書配信サプライヤなどの組

織の要求に応じる目的のため，第三者からの二次利用の要求に対して本会の独自の裁量の下，発

行された著作物の全部または一部を再配布することができる．その際，本会は附帯的使用許諾を

含む指定された使用許諾を無償で譲渡することができる権利を有する． 

(4) 本会は出版された著作物およびその付属物に対して，著者等の随時の許諾を得ることなく，紙上

印刷物，電子ファイルまたは映写による配布，放送など，その媒体の形式に限定されず，世界中

に配布することができる． 

(5) 本会は原稿およびそれから派生する様々な概説，集合的著作物，データベースおよびその類似の

出版物を要約し，それらをデータとして活用するために翻訳することができる． 

 

第 3 条（譲渡著作権利用料） 

以下の記事を執筆した著者は著作権の譲渡にあたり，本会から所定の譲渡著作権利用料を受けること

ができる． 

(1) 特集記事 

(2) 測定法記事 

(3) その他本会が定める記事 

上記以外の著作物については無償譲渡とする． 

 



第 4 条（著者の権利） 

本会は，著作権の譲渡を受けた著作物について，著者に対して以下の事項を許諾する． 

(1) 著者は著作物について，所属する機関リポジトリにエンバーゴを設定されることなく登録できる．

但し，登録できる版は編集部の閲読を完了した後の著者原稿版に限る． 

(2) 著者は出典記載とともに公表することを条件に，本会への著作権利用料を支払うことなく著作物

の一部を転載し，公開することができる．その際，著者が本会会員である場合は転載許可申請を

要しない． 

(3) 著者は学術論文誌を除く出版物（産業誌、企業紀要、専門書、技術レポート等）に対し、原典を

明記することを条件に、著作物と実質的に同一の内容を再掲載することができる。再掲載された

出版物の著作権者は著者とし、第 3者への著作権の譲渡に応じてはならない．  

(4) 著者は著作物の出版の 2 週間以降に，二次出版として言語を問わず翻訳論文を著述し，出版する

ことができる．この場合，本会は翻訳論文の出版において，著者が著作権を著者に帰属するか，

翻訳論文の出版者に著作権を譲渡することを妨げない．二次出版に係る手続は別途定める． 

(5) 著者は著作物の出版後であっても特許法第 30 条第 2 項に係る発明の新規性喪失の例外規定の適用

を受け，発明者として特許等知的財産権に関わる出願を行うことができる． 

 

付則 

本合意事項は本会編集委員会により予告なく改定することがある． 

2020年 9月 7日制定（ガイドライン制定） 

2023年 4月 24日改定（合意事項に改定） 

2025年 11月 28日改定（全記事フリーアクセス化に伴う改定） 

 

参考 

・ 電気化学会出版物に関する著作権 

https://copyright.electrochem.jp/ 

・ 転載に関する許諾・著作権利用料手続 

https://copyright.electrochem.jp/reprinting.html 

・ 問い合わせ先 

copyright@electrochem.jp 


